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発達臨床セミナー 2016
「気持ちをコントロールする力の発達 
～非認知的（社会情動的）スキルはどのように身に付くのか～」
2016 年 10 月 16 日（日）　13：00 ～ 16：30
公開講座
　発達臨床セミナーは2015年度より年１回の開催
となり、発達臨床学科の学びの特徴を生かした
テーマを企画している。2016年度の発達臨床セミ
ナーは、現在注目を浴びている「非認知的（社会
情動的）スキル」をテーマとして実施した。参加
者は定員を大幅に超える250名となり、大盛況の
セミナーとなった。
　講演Ⅰでは脳機能研究の観点から、京都大学大
学院教育学研究科准教授の森口佑介先生に「がま
んの脳内機構」についてお話しいただいた。「が
まん」を自分の欲求や衝動を制御する能力、すな
わち「自己制御」としてとらえ、自己制御は、幼
児期に前頭前野の機能的変化とともに発達するこ
と、その発達は成人期まで続くことが説明された。
近年は青年期の発達が注目されており、この時期
の脳の発達のバランスの悪さについて解説がなさ
れた。そして幼児期の自己制御がその後の学業成
績や社会性の発達に重要な寄与をすることが明ら
かになっており、自己制御の発達を促す訓練やプ
ログラムの開発が世界的な研究課題となっている
ことが紹介された。最後に、森口先生が取り組ま
れている社会的相互作用を通じた訓練の可能性に
ついて、最新の実験データに基づき解説いただい
た。
　講演Ⅱでは育児保育実践の観点から、青山学院
大学教育人間科学部准教授の坂上裕子先生にお話
しいただいた。感情コントロールを主題に、なぜ
感情をコントロールする必要があるのか、身体レ
ベル、生理・行動レベル、表象レベルでの感情コ
ントロールについて解説された。そして感情コン
トロールを育む養育者の役割について、身体的な
関わりや言葉での関わりを通じて感情のコント
ロールを支えること、その練習・実践する場とし
て家庭と園での葛藤的なやりとりが大切であるこ
とが語られた。さらに子育て支援現場での母子の
遊びや関わりに関する2004・2005年と2010・2011
年のデータの比較から、快感情の共有を促すよう
な親のかかわりが低下し、葛藤を通して感情をコ
ントロールする機会が減じているという結果が報
告され、感情コントロールを育てるためには、幼
児期に様々な人や物に関わり、そこで生じた快感
情を他者と共有すること、葛藤を経験し自他の感
情に向き合うことの必要性について話された。
　講演Ⅲでは、本学教授の無藤隆先生に、日本の
発達心理学界の第一人者である森口先生と坂上先
生の最新の発達心理学の知見を育児・保育・教育
にどのように生かすことができるのかを、新・幼
稚園教育要領の内容を踏まえて解説していただい
た。特に「認知的スキル」と「非認知的（社会情
動的）スキル」という観点から、新・幼稚園教育
要領に含まれる「幼児教育において育みたい資質・
能力」を中心に解説していただいた。自己制御や
感情コントロールは、これまでの発達心理学や幼
児教育において重視されてきたことであり、さら
にこれからはその重要性を自覚し、認知的側面と
非認知的（社会情動的）側面の両面を含めて、幼
稚園教育要領改定の柱となっていくこと、特に「幼
児期の終わりまでに育ってほしい姿」には「自立
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心」「協同性」「道徳性・規範意識の芽生え」など
が含まれており、本日の話をまとめてあらわして
いるとのことであった。
　最後のディスカッションでは、３名の先生方に、
子どもの自己制御や感情コントロールを育むため
に大人はどのように支援していくべきかについて
お話しいただき、時間の許す限り会場からの質問
にお答えいただいた。自己制御の個人差や、現代
の社会状況のありかた踏まえた大人のかかわりな
ども話題に上がり、３時間半にわたるセミナーで
も足りないほどの関心がつきないテーマであっ
た。熱心に受講してくださった参加者の姿や受講
後のアンケートからも、本セミナーを通して、３
人の先生方が語られた最新の発達心理学の研究の
知見が、参加者の皆様の明日の育児・保育・教育
に生きる知識になりえたと感じられた。今後も発
達臨床学科の学びを生かしたセミナーを企画して
いく予定である。心理学に関心のある多くの方々
にぜひご参加いただきたい。
 （文責　佐久間　路子）
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